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 断の一二

 増
加
基
調
だ
が
、
五
月
の
新
設

 住
宅
着
工
戸
数
は
前
年
同
月
比

 11・
O%増

、
四
月
は
18・

1
 %減
な
ど
月
ご
と
に
ば
ら
つ
き

 が
見
ら
れ
た
。
五
月
は
富
山
と

 福
井
両
県
で
前
年
割
れ
に
な
る

 な
ど
地
域
差
も
あ
っ
た
。
住
宅

 ロ
ー
ン
が
低
金
利
で
家
を
建
て

 る
人
が
多
か
っ
た
状
況
に
一
服

 感
も
見
ら
れ
、
不
安
定
な
状
況

 の
有
効
求
人
倍
率
が
一
・
九
〇

 倍
と
一
九
九
二
年
二
月
以
来
の

 高
水
準
に
な
っ
た
こ
と
に
「
人

 手
不
足
感
が
強
ま
る
と
緩
や
か

 に
賃
金
が
上
が
る
が
、
賃
金
上

 昇
を
価
格
に
転
嫁
で
き
な
い
な

 ど
の
影
響
も
あ
る
。
プ
ラ
ス
面

 が
マ
イ
ナ
ス
面
を
上
回
っ
て
い

 る
が
、
注
意
深
く
見
て
い
く
」

 と
話
し
た
。
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 ……一▽…慌金  金
沢
信
金
と
推
進
機
構
賃
貸
、
売
買
促
進
へ

 沢
信
用
金
庫
(金
沢
市
)と
金
沢
町
家
活
用

 推
進
機
構
(同
市
)は
十
三
日
、
歴
史
的
建
造
物

 「
金
沢
町
家
」
の
利
活
用
を
進
め
る
取
り
組
み
で

 連
携
す
る
と
発
表
し
た
。
賃
貸
や
売
買
を
進
め
、

 商
業
振
興
や
雇
用
創
出
な
ど
地
域
活
性
化
に
つ
な
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 会
見
し
た
金
沢
信
金
の
忠
田
秀
敏
理
事
長
㊨
と
金
沢
町
家

 活
用
推
進
機
構
の
川
上
光
彦
代
表
理
事
‖
金
沢
市
内
で

 町家利活用で連携
 金
沢
信
金
と
機
構
に
よ
る

 と
、
金
沢
町
家
は
一
九
五
〇
年

 以
前
に
建
築
さ
れ
、
町
家
、
武

 士
系
住
宅
、
足
軽
住
宅
、
近
代

 和
風
住
宅
の
い
ず
れ
か
の
建
築

 様
式
が
あ
る
。
戦
前
の
四
五
年

 以
前
の
建
築
物
は
九
九
年
に
一

 万
九
百
棟
あ
っ
た
が
、
後
継
者

 不
足
や
老
朽
化
で
二
〇
一
六
年

 に
は
六
千
棟
に
減
少
し
、
こ
の

 う
ち
空
き
家
は
八
百
棟
と
い
わ

 れ
て
い
る
。
金
沢
市
は
昨
年
、

 町
家
の
魅
力
を
発
信
す
る
「
金

 沢
町
家
情
報
館
」
を
設
け
る
な

 ど
対
策
を
推
進
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

 ス
や
カ
フ
ェ
な
ど
へ
の
利
活
用

 で
需
要
は
高
ま
っ
て
い
る
。
一

 方
で
不
動
産
情
報
が
少
な
く
、

 修
繕
費
用
な
ど
の
問
題
で
利
活

 用
に
は
課
題
が
残
っ
て
い
た
。

 連
携
で
は
、
機
構
が
町
家
の

 所
有
者
に
改
修
や
利
活
用
を
提

 案
し
、
利
活
用
を
考
え
て
い
る

 人
を
紹
介
。
管
理
運
営
業
務
も

 代
行
す
る
。
金
沢
信
金
が
事
業

 計
画
で
所
有
者
の
相
談
に
の

 り
、
町
家
の
購
入
や
改
修
な
ど

 を
し
や
す
い
融
資
商
品
の
開
発

 を
検
討
す
る
。

 両
者
は
市
内
で
会
見
し
、
金

 沢
町
家
活
用
推
進
機
構
の
川
上

 光
彦
代
表
理
事
は
「
金
沢
町
家

 は
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
利
活

 用
が
必
要
」
、
金
沢
信
金
の
忠

 田
秀
敏
理
事
長
は
「
金
沢
の
風

 情
あ
る
町
並
み
を
維
持
し
、
移

 住
定
住
の
促
進
や
雇
用
創
出
に

 つ
な
げ
た
い
」
と
話
し
た
。

 連
携
で
は
日
本
財
団
(東

 京
)の
「
わ
が
ま
ち
基
金
」
の

 助
成
金
を
活
用
す
る
。
財
団
は

 四
月
、
地
方
創
生
を
目
的
に
基

 金
を
創
設
。
全
国
の
信
金
か
ら

 今
回
の
取
り
組
み
を
含
む
九
事

 業
を
選
ん
だ
。
北
陸
か
ら
は
唯

 一
の
案
件
。
一
事
業
当
た
り
最

 大
一
千
万
円
を
助
成
す
る
。

 伝
統
産
業
後
押
し
誓
う

 北
陸
、
大
垣
共
立
銀
「
応
援
団
」
が
発
足

 北
陸
銀
行
(富
山
市
)と
大
垣

 共
立
銀
行
(岐
阜
県
大
垣
市
)は

 十
三
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

 事
業
資
金
を
募
る
ク
ラ
ウ
ド
フ

 「地方銀行未来応援団」
 N,北reenfi・KB×鰍蜘行SHtNl°TSVSH'N

 新
組
織
を
設
立
し
た
北
陸
銀

 行
の
庵
栄
伸
頭
取
㊧
と
大
垣

 共
立
銀
行
の
土
屋
嶢
頭
取
㊥

 ら
11東
京
都
千
代
田
区
で

一W

 ア
ン
デ
ィ
ン
グ
の
方
法
で
伝
統

 産
業
を
支
援
す
る
「
地
方
銀
行

 未
来
応
援
団
」
を
設
立
し
た
。

 ち
ょ
う
ち
ん
や
木
工
品
、
鋳

一

 物
な
ど
伝
統
工
芸
の
継
承
が
目

 的
。
事
業
者
同
士
の
協
業
に
よ

M

 る
新
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

(

 を
支
援
す
る
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

 ン
デ
ィ
ン
グ
は
既
存
の
サ
イ
ト

 「
未
来
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
を
活

 用
し
、
他
の
地
銀
に
も
参
加
を

 呼
び
掛
け
る
。
広
告
代
理
店
の

 新
東
通
信
(名
古
屋
市
)が
団

 体
の
事
務
局
と
な
り
、
遠
隔
地

 の
事
業
者
を
仲
介
す
る
。

 東
京
都
内
で
会
見
し
た
北
陸

 じ
か
り
　
ノ
ロ
い
ワ
ん

 銀
の
庵
栄
伸
頭
取
は
「
昔
な
が

 ら
の
方
法
で
は
販
路
開
拓
が
難

 し
く
な
っ
て
い
る
伝
統
産
業
の

 た
め
に
知
恵
を
出
し
た
い
」
と

 話
し
、
大
垣
共
立
銀
の
土
屋
嶢

十

北陸中日新聞
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